
フォーラム 労働・社会政策・ジェンダー主催

「ケア労働とジェンダー」連続講演会（第 2 回）

2021 年 9 月 10 日（金） 午後 7 時開始 

　演題「介護保険制度とジェンダー：ケアの市場化の功罪」 

講師  山根 純佳さん   実践女子大学准教授  

コメント 植本 眞砂子さん 「高齢社会をよくする女性の会・大阪」代表

参加費 1,000 円 

入金先は本講演会終了後にお知らせします。 実際に参加された方のみお支払いください。 

参加申し込み先 https://forms.gle/togffhvNPSm5d3bb8 
（申し込み締め切り　2021年9月8日）

問い合わせ先 tnforum2013renraku@gmail.com

 改めてケア労働の問題が注目を集めるなか、「日本のフェミニズム」は「介護保険」にどう向き

　合うのか、いまそのことが問われています。 

フォーラム労働・社会政策・ジェンダー主催「ケア労働とジェンダー」連続講演会（第 2回）に

 お迎えする講師 山根 純佳さんは、妊娠・出産・子育て・介護を担うケアラーがなぜ従属的地位に

 おかれるのかを一貫して、かつ幅広い視点から研究されてきました(次頁に講師からのメッセー　ジ

記載）　。

    対するコメンテーターは、労働組合運動の長い経験を経て、現在は「高齢社会をよくする女性の
会・大阪」代表を務める植本 眞砂子さん。 

第 1 回に続き、学問と実践を架橋する対話とシスターフッドの場を、参加者の皆さんと共有した

いいと思います。お申し込みを心よりお待ちしております。 

講師紹介：2015 年より現職。『なぜ女性はケア労働をするのか 性別分業の再生産を超えて』 

（勁草書房 2010 年）、『産む産まないは女の権利か フェミニズムとリベラリズム』（勁草書房

2004 年）、『現代の経済思想』（共著・勁草書房 2014 年）、『正義・ジェンダー・家族』（共

訳・岩波書店 2013 年）他著作多数。 

コメンテーター紹介：大阪府庁就職後配属された部局始まって以来の生理休暇取得。その後、自

治労大阪府職、府労連、自治労中央本部書記長等を歴任。それぞれ「初の女性書記長」と称さ

れた経歴を持つ。政府や自治体と直接対峙してきた経験を活かしつつ「介護保険」見直しを求

める提言活動等を行っている。モットーは「人を情報砂漠に置かない」。
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＜講師からのメッセージ＞ 

本セミナーでは，介護保険制度による「ケアの市場化」が，ケア労働の社会

的・経済的評価に与えた影響についてお話させていただきます。 

介護保険制度では，競争原理の導入と営利企業の参入という市場化によって

サービス供給量の拡大がはかられてきました。しかし介護報酬は，利用者への

サービスの支払いという「出来高制」をとっており，ケア労働への賃金を保障

するものではありません。特に中高年女性が担う「訪問介護」の介護労働者の

能力や負担は介護報酬で評価されていません。

  また限られた資源のもとでの経営を余儀なくされている「施設介護」の現場

では, 超長時間労働働けることが「標準的労働者」の条件となっており，経験・

技能をもつ女性介護職が非正規として活用されています。 

 その意味で介護保険制度によるケアの市場化は，女性労働者の経験や技能への

評価を低下させたといえます。 

ケア労働に必要とされる技能や負担について考え，その社会的評価をあげる

方策をみなさんと考えていければ幸いです。

＜2021年度連続講演会のこれまでと今後＞ 

第 1 回 2021 年 6 月 11 日（金）演題 「ケア労働とジェンダー：機会均等論を越えて」 

講師 伊藤 みどりさん（ホームヘルパー国家賠償訴訟原告） 

コメント伊田 久美子さん（大阪府立大学名誉教授）

第 3 回 2022 年 1 月 28 日（金） 

演題 「ケアを担う人々への支援と課題-介護労働者と家族介護者」 

講師 森 詩恵さん（大阪経済大学教員） 

コメント 北 明美さん（福井県立大学非常勤講師・同名誉教授）

当フォーラムのご紹介 

フォーラム 労働・社会政策・ジェンダーは 2010 年度に開催したセミナー「竹中恵

美子に学ぶ」受講生有志が呼びかけて、セミナーで学んだ内容を活かしながら現代

的課題について議論し、問題意識を深める目的で立ち上げられました。 

問い合わせ先 tnforum2013renraku@gmail.com 
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